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Ⅰ 平成20年度中間決算の概要



前年同期比20年度
中間期

《静岡銀行単体の状況》

増減率増減額（億円、％）

―△５３６９法人税等（△）

―＋１１△５特別損益

△７.２△７９１,０１５経常収益

△４２.１△１３８１９１経常利益

△４０.８△１２８１８５税引前当期純利益

△３９.１△７４１１６中間純利益

一般貸倒引当金繰入額 （△）

基礎的業務純益 ※

経 費 （△）

―
―

△５
△１２１

４５
△７６

うち不良債権処理額 （△）
うち株式等関係損益

―△１１８△１１４臨時損益

△６.４△２１３０４業務純益

―＋２８２７

＋５.１＋１６☆ ３４１

＋２.０＋８４０３

＋６.２
―
―
―
―

＋３７
△９
△３

△１０
△９

☆ ６４１
８４

９
△１

△１０

資金利益
役務取引等利益
特定取引利益
その他業務利益
（国債等債券関係損益）

＋２.２＋１６☆ ７３４業務粗利益

※基礎的業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額－国債等債券関係損益、 ☆過去最高

＋３１４８国際業務部門

＋２４１０２預金等利息 （△）

△３１０８有価証券利息配当金

＋３３５９０うち貸出金利息

＋６５９３国内業務部門

前年同期比20年度
中間期

〔資金利益内訳〕

（億円）

平成20年度中間決算の状況
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預金等利回り △０．０５０．３５

△０．２２１．８４有価証券利回り

うち貸出金利回り △０．０６２．０４

△０．０２１．６８預貸金レート差

〔利ざや〕

減収となったものの、業務粗利益は拡大を続けている

・〔経常収益〕４期振り減収 ・〔業務粗利益〕５期連続増益、過去最高

本業の利益水準をあらわす基礎的業務純益は5期連続の増益、過去最高

・〔業務純益〕３期振り減益 ・〔基礎的業務純益〕５期連続増益 ・〔経常利益〕２期連続減益 ・〔中間純利益〕３期振り減益

非上場株式 ０１

＋１０１６上場株式

うち株式投資信託 ＋５１６１

前年同期比減損処理額〔株式等償却内訳〕

＋６１７８株式等償却

（％）

（億円）



グループ会社の状況

１

２２５

２４

４

１８

１２

１６

４

１１

６

２８

１０１

２

経常収益

１

△２１

５

０

０

△４

△６

１

０

０

△２

△１５

０

前年同期比

△５

１９

１

０

０

１

４

１

２

４

１

４

１

経常利益
前年同期比

２為替送信･代金取立等の集中処理業務等静銀ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾘｴｲﾄ㈱

０経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ業務静銀経営ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱

△３ﾘｰｽ業務静銀ﾘｰｽ㈱

０ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関連業務、計算受託業務静岡ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｻｰﾋﾞｽ㈱

０信用保証業務静銀信用保証㈱

０ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務静銀ﾃﾞｨｰｼｰｶｰﾄﾞ㈱

０株式公開支援業務、中小企業再生支援業務静岡ｷｬﾋﾟﾀﾙ㈱

△４証券業務静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱

０銀行業務・証券業務欧州静岡銀行

０労働者派遣業務等静銀総合ｻｰﾋﾞｽ㈱

０銀行担保不動産の評価･調査業務等静岡ﾓｰｹﾞｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱

△５合 計 (11社)

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ業務、信用保証業務

業務内容

△２静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ㈱ ※

会社名

※持分法適用関連会社、平成19年4月開業 3

(億円)

（億円、％）

増減率増減額《連結決算の状況》

前年同期比20年度

中間期

＋４．３＋３９９４６連結経常費用 （△）

△７７

△１４７

△１０８

△３９．７１１７連結中間純利益

△４１．５２０７連結経常利益

△８．５１，１５２連結経常収益

静岡銀行グループの連結決算は減収減益

・〔連結経常収益〕 ４期振り減収

・〔連結経常利益〕 ２期連続減益

・〔連結中間純利益〕３期振り減益

グループ会社(連結子会社11社)は、経常収益225
億円(前年同期比△21億円)、経常利益19億円(同
△5億円)の減収減益



25,039

23,978

19,203

18,536

19年度上期 20年度上期

銀行全体 うち静岡県内

・中小企業向け貸出金残高25,039億円
前年同期比＋1,061億円（年率＋4.4％）

・個人向け貸出金残高19,197億円
同＋1,369億円（年率＋7.7％）

・中央政府を含む公共向け貸出金残高1,455億円
同＋2億円（年率＋0.2％）

54,002

57,167
59,974

36,325
38,094

39,865

10,225
10,841 11,190

27.7%

28.4%

26.9%

18年度上期 19年度上期 20年度上期

銀行全体
うち静岡県内
大企業・中央政府向

※地方公社を含まない （億円）

（億円）

20年度上期の総貸出金残高（平残）は

59,974億円と前年同期比＋2,807億円（年

率＋4.9％）の増加
＋＋１，７７１１，７７１

＋２，８０７

県内金融機関におけるシェア※（末残）

19,197

17,828

15,934

14,932

19年度上期 20年度上期

銀行全体 うち静岡県内

＋1,０６１

＋＋1,0021,002

＋1,369

※全業態シェア

＋＋667667

（億円）

総貸出金残高（平残）の推移

貸出金（平残）の増減内訳 うち中小企業向け貸出金残高（平残）の推移 うち個人向け貸出金残高（平残）の推移

貸出金の状況

【増減額内訳（前年同期比）】 （億円）

＋
２
，
８
０
７公共向け

(中央政府を含む)

＋2

個人
＋1,369

中小企業
＋1,061

大・中堅企業
＋365

4

海外＋10



与信費用

与信費用：20年度上期 72億円（前年同期比＋23億円）

・債務者区分の変更等 ６６億円
・担保評価下落 ５億円
・格上、回収等による

個別引当金取崩 △３２億円
合計 ３９億円

一般貸倒引当金繰入額 27億円（前年同期比 ＋28億円）

不良債権処理額 45億円（ 〃 △5億円）

（うち個別貸倒引当金純繰入額39億円）

与信費用・与信費用比率の推移
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34
49

72

(11)

76

0.23

0.16
0.12

0.29

17年度上期 18年度上期 19年度上期 20年度上期

与信費用比率

40

75
103

(22)

47

0.09
0.07

0.13

0.16

17年度 18年度 19年度 20年度(見込)

与信費用比率

※与信費用 ＝ 不良債権処理額 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 － 貸倒引当金取崩額、与信費用比率 ＝ 与信費用 ÷ 貸出金平残

17年度上期および17年度の（ ）は、貸倒実績率の算定期間変更による特殊要因を控除した場合

（億円） （％） （億円） （％）【上期比較】 【年度比較】



延滞なし
34%

延滞 66%延滞なし
80%

延滞 20%

延滞なし
87%

延滞 13%

１９年度上期

２，０５５

△２９８

（△２５１）

＋３８５

１，９６８

△７１５

（△６０４）

＋４８９

１８年度

１，９９０１，９５５リスク管理債権

△３１６

(△２７１)
△７０６

（△６００）

オフバランス化

（うち破綻懸念先以下）

＋３５１＋６９３新規発生

２０年度上期１９年度

不良債権の状況

延滞なし
69%

延滞 31%

要 管 理 先

開示額 312億円
（カバー率 46.0％）

破 綻 懸 念 先

開示額 1,246億円
（カバー率 88.5％）

実 質 破 綻 先

開示額 334億円
（カバー率 100％）

破綻先債権

延滞債権（破綻懸
念先・実質破綻先）

3ヵ月以上延滞・貸
出条件緩和債権
（要管理先）

97億円（4.9％）

（79.4％）

1,580億円

312億円
（15.7％）

１，９９０億円

20年9月末のリスク管理債権の総額は1,990億円（20年3月末比＋35億円）

リスク管理債権の割合は3.27％（20年3月末比 △0.02ポイント）

～部分直接償却を実施した場合の136億円と、信用保証協会の保証付貸出金の896億円を控除した場合のリスク管理債権
総額は957億円、部分直接償却額を控除した総貸出金に占める割合は1.57％（20年3月末比＋0.02ポイント）

～部分直接償却を実施した場合のリスク管理債権比率は3.05％（同▲0.0１ポイント）

カバー率84.32％（20年3月末比 △1.58ポイント）

・破綻懸念先以下 ＋６億円
・３カ月以上延滞債権

貸出条件緩和債権 ＋２８億円

＋３５

リスク管理債権の状況（単体ベース）

２０年9月末リスク管理債権の内訳

不良債権のオフバランス化実績

不良債権の状況
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218破綻懸念先

56実質破綻先・破綻先

77要管理先

〔内訳〕 （億円）

〔２71億円の内訳〕 （億円）

42債権売却

60本人弁済・預金相殺

49格 上 げ

4直接償却

116担保処分・代位弁済



特定業種の与信の状況

特定業種(建設業、不動産業、物品賃貸業、貸金業･投資業等)の融資シェアはいずれも8％未満で、特定業種
への与信集中はない

予測損失額(EL)は与信全体で73億円、特定業種のうち最も多い建設業でも8億円未満

7

事業性貸出に占める特定業種の状況

宿泊業

物品賃貸業

不動産業

貸金業・投資業等

小売業
建設業

輸送用機械

卸売業

500

1,500

2,500

3,500

4,500

5,500

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

【与信残高対予測損失額】

与

信

残

高

（億円）

（億円）

予 測 損 失 額 ( Ｅ Ｌ )

＋３１１７．１３,１７２貸 金 業 ･
投 資 業 等

△６１６．３２,８４０建 設 業

△１８

△１１７

＋３

＋２４２

△６５

＋８

＋６５７

前年同期比

卸 売 業

１００．０４４,８６６全 体

宿 泊 業

輸 送 用 機 械

物 品 賃 貸 業

小 売 業 ６．６２,９６０

６．２２,７６３

５．８２,６０８

１．８８０８

７．３３,２６６不 動 産 業

１２．８５,７３９

残高 構成比

※破綻懸念先以下は除く
（億円、％）

【与信残高(20年9月末)】



5,089 4,494

3,237 2,934

8,146 7,837

2,390
2,782

3,132 3,214

20年3月末 20年9月末

国債

地方債

社債

株式

その他

有価証券の状況①

20年9月末の有価証券残高は21,260億円と20年3月末比△734億円の減少

20年9月末の株式･債券･投資信託等の有価証券評価損益は＋1,339億円と20年3月末比△423億円、

うち株式評価損益は＋1,448億円と20年3月末比△322億円の減少

（億円）△７３４△７３４

1,448億円1,770億円うち株式

1,339億円1,762億円有価証券評価損益

日経平均株価

3.40年3.26年平均残存期間(円貨)

2.18年1.39年平均残存期間(外貨)

11,259.86円12,525.54円

20年3月末 20年9月末
21,994

〈〈その他その他〉〉
△△５９５５９５

21,260

有価証券残高の推移 債券平均残存期間・有価証券評価損益の推移

8

〈〈株式株式〉〉
△△３０３３０３

公社公団債
2,056(＋5)

その他
4,124(＋6)

政府保証債
1,657(＋8)

変動債
472(△28)※

固定債
2,742(＋3)

その他4,494億円の内訳

投資信託
491(△38)

邦貨外国証券
937(△15)

外貨債券
2,899(△50)

その他
167(＋1)

社債7,837億円の内訳国債3,214億円の内訳

＃( )内は評価損益
※変動債の時価評価は従来どおり市場価格で評価しています



社債・地方債
499

ﾓｰｹﾞｰｼﾞ債
2,400

【外貨債券】

2,899

【投資信託】

債券型投信94

株式投信
160

ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞ
236

491

～～

サブプライム関連商品、モノライン関連商品は保有していない

欧米破綻金融機関の関連商品も保有していない

～～

証券化商品の内訳

００(うちAlt‐A)

３，２０９３，４６６RMBS

００CDO・CLO

１５２０ABS

１０６１１６信託受益権※

００CMBS

８０９８３５(うち 円貨)

※買入金銭債権に計上しています

2008年3月末 2008年9月末

20/3比（簿価）

△９

△２

△２２０

（評価損益）

△１４

△１

△２６

２９３フレディマック

２，０７１ジニーメイ

３６ファニーメイ

モーゲージ債の内訳

△１

△７０

△７１

20/3比（簿価）
（評価損益）

△５

△６

△１７

３５債券アービトラージ

１５０グローバルマクロ

５１株式ロングショート

オルタナティブの内訳

有価証券の状況②

（億円）

9

（億円）（億円）

外貨債券および投資信託の内訳



19年度上期 20年度上期

国内店 静岡県内

20年度上期の譲渡性預金を含む預金等残高
（平残）は72,726億円と前年同期比＋1,744
億円（年率＋2.5％）の増加

・国内営業店預金等残高70,929億円

前年同期比＋2,115億円（年率＋3.1％）

・静岡県内預金等残高61,343億円

同＋1,023億円（年率＋1.7％）

・個人預金等残高50,209億円

同＋1,206億円（年率＋2.5％）

・法人預金等残高17,648億円

同＋869億円（年率＋5.2％）

・預貸率82.5％、限界預貸率161.0％

（億円）

総預金等残高（平残）の推移

うち個人預金等残高（平残）の推移 うち法人預金等残高（平残）の推移

19年度上期 20年度上期

国内店 静岡県内

（億円） （億円）【増減額内訳（前年同期比）】 （億円）

預金等（平残）増減額の内訳

＋
１
，
７
４
４

海外
△１９９

預金等の状況

オフショア
△１７３

金融･公金
＋４１

個人
＋１，２０６

法人
＋８６９

10

※全業態(ゆうちょ銀行は含まない)

18年度上期 19年度上期 20年度上期

銀行全体 国内店 静岡県内

～～

68,391

66,336

58,369

70,982

68,814

60,320

72,726
70,929

61,343

66,430

64,375

57,041

県内金融機関における預金シェア
（末残・全業態シェア）

●

67,708

65,540

58,372

68,347
66,550

59,306

26.1% 26.1%

＋＋1,7441,744

＋＋2,1152,115

＋＋1,0231,023

49,000

50,197

＋1,206

＋＋１，１，213213

＋869

49,003
50,209

44,649
45,862

14,731 14,435

16,779

13,475

17,648

13,551

＋＋7676

44,646 45,850 12,456 12,114

26.0%

譲渡性預金除き

譲渡性預金除き 譲渡性預金除き



581598
622

648

553

18/上 18/下 19/上 19/下 20/上

4,529
4,374

4,253

4,428
218

168

154
2,881

2,962

50,04449,375
48,614

16
12

281

266

299

3,645

4,121

2,808

19年3月末 20年3月末 20年9月末

（億円）

公共 債

外貨預金

１
２
，
０
７
７
億
円

１
１
，
８
４
３
億
円

１
１
，
４
６
６
億
円

＋＋234234

譲渡性預金

60,080

61,230

20年9月末の静銀ﾃｨｰｴﾑ証券㈱を含む個人預り資産残高は62,138億円（20年3月末比＋908億円）、

うち円貨預金および譲渡性預金を除く個人預り資産残高は12,077億円（同 ＋234億円）

投資信託は、市場環境の悪化により販売不振

保険窓販は、引き続き、個人年金を中心に高水準を維持

静銀ﾃｨｰｴﾑ
証券

+81

個人年金
保険

+307

（億円）

（億円）

個人預り資産（末残）の推移 投資信託窓販額（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券含む）の推移

＋＋908908

保険窓販額の推移

預り資産の状況

11

円貨預金

+669

※個人年金保険は残存する契約の残高

投資信託
503

680

824

470

752

18/上 18/下 19/上 19/下 20/上

62,138



手数料収益

16
19 19

13

26 26 26

14

31

26

18/上 18/下 19/上 19/下 20/上

16

99
101 105

101 93

22 1518 23

14.6%

17.6%17.1%
18.0%17.1%

18/上 18/下 19/上 19/下 20/上

銀行

静銀ﾃｨｰｴﾑ証券

手数料収入は、投資信託、保険窓販の販売低迷により減少

手数料費用は、クレジットカード手数料を中心に増加

（億円） （億円）

＋１億円３９億円手 数 料 費 用

支 払 雑 手 数 料 ＋１億円１５億円

０億円４４億円受 入 雑 手 数 料

代 理 事 務 手 数 料
(保険窓販手数料など )

△６億円２９億円

△１１億円１３２億円手 数 料 収 入

20年度上期 前年同期比〔単体〕

投資信託（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

保 険

手数料収益比率
（静銀ﾃｨｰｴﾑ証券を含む）

手数料収益（銀行・静銀ティーエム証券） 投資信託・保険窓販の手数料収益

手数料収入・費用

12

109

127

△１８△１８

117
124

116



預貸金利回りの状況

20年９月の預貸金利回り差は、20年3月末比△0.0３ポイントの低下

円貨貸出金・預金構成の変化（単月比較）

2.04
2.06 2.05 2.05 2.06 2.05 2.05 2.06 2.05 2.04 2.03 2.03 2.02

1.85
1.87

1.86 1.86
1.88

1.85 1.86
1.87

1.85
1.84 1.83 1.82 1.82

2.39 2.39
2.39

2.40
2.40

2.40
2.39 2.39

2.39
2.39

2.39 2.39 2.39

19/9月 10月 11月 12月 20/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

（％）

法 人

個 人

全 体

〔20年3月〕 〔20年9月〕 （兆円、％）

２．８

３．８

６．９

１．７

１．５

２．６

４．２

５．９

平残（構成比）

（38.7）

（56.3）

（100.0）

（28.2）

（25.3）

（44.8）

（71.8）

（100.0）

０．３９

０．１７

０．２７

１．９６

１．２０

２．５２

２．０７

２．０４

利回り

（41.1）

（55.4）

（100.0）

（28.9）

（25. 8）

（43.6）

（71.1）

（100.0）

定期性預金

流動預金

０．２８７．１預 金

０．１７４．０

２．５０２．６
短ﾌﾟﾗ・新長ﾌﾟﾗ

基準

市場連動

１．９９１．６固定金利

２．７

１．５

４．２

５．８

平残（構成比）

１．１８

０．４１

２．０３

２．０２

利回り

変動金利

貸出金

＋１．７７＋１．７７〔預貸利回り差〕 △0.0３

※預金はNCDを含む

＋１．７４＋１．７４

貸出金利（月中平均）の推移

うち企業規模別法人貸出金利の推移

1.32
1.31

1.321.32
1.33

1.35
1.331.33

1.35

1.331.32
1.33

1.30

2.11

2.10
2.12

2.12

2.14

2.16
2.152.15

2.17

2.162.16

2.17

2.16

19/9月 10月 11月 12月 20/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 ８月 ９月

（％）

大･中堅企業

中小企業

13

～～

～～



リスク資本配賦の状況

14

１００．０％２２７２２７ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ

４７．７％

―

６５．７％

７５．７％

５０．６％

６９．８％

６１．２％

６１．０％

８１．１％

２，７２４４，１４９小 計

２，７２４５，７１１合 計

―

２８

１３６

４４

１，１８４

１，７９４

４９５

２６９ＡＬＭ部門

６３海外店

１，９３６（うち政策投資）

ﾊﾞｯﾌｧｰ資本等

連結子会社

資金証券部門

支店営業部門

２，９４３

３７

１，５６２

６１０

リスク資本
配賦額

リスク資本
使用額

配賦原資

20年度上期のリスク資本配賦額は5,711億円、うち信用リスク947億円、市場リスク2,975億円、オペレー
ショナルリスク227億円、バッファー資本等1,562億円を配賦

リスク資本使用額は、支店営業部門495億円、資金証券部門1,794億円等

※リスク資本使用額＝VaR

※バッファー資本は、東海大地震等非常時への備え、

ならびにその他計量化できないリスクへの備え

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙﾘｽｸ ２
２７

市場リスク
２，９７５

バッファー資本等
１，５６２

信用リスク
９４７

中核自己資本
５，７１１

(20年6月末基準)

（億円）

リスク資本
使用率



11.39
11.83

12.63
12.84

13.7413.42

12.62
12.16

14.55
14.84 14.70

14.56

10

12

14

16

19年3月末(ﾊﾞｰｾﾞﾙⅡ） 19年9月末（ﾊﾞｰｾﾞﾙⅡ） 20年3月末(ﾊﾞｰｾﾞﾙⅡ) 20年9月末(ﾊﾞｰｾﾞﾙⅡ)

自己資本比率の状況
20年９月末バーゼルⅡによる自己資本比率(速報)は14.56％と、20年３月末に比べ、有価証券含み益の減少によ
るTierⅡの減少などにより△0.14ポイントの低下

リスク･アセット等については、株式やリスクウェイトの高い投資信託を中心に、信用リスク･アセットの額が減少
したことを主因に、20年３月末に比べ△578億円の減少

（％）

（％）

ＢＩＳ自己資本比率（連結ベース） 自己資本およびリスク・アセット等の推移

１０．９％６，３６７億円６９７億円

アウトライヤー比率TierⅠ＋TierⅡ銀行勘定の金利リスク量

※バーゼルⅡの計算方法は、信用リスクが基礎的内部格付手法、
オペレーショナルリスクが粗利益配分手法を採用

アウトライヤー比率（単体ベース）

15

6.29 6.28 5.87 6.54

0

10

19年3月末 19年9月末 20年3月末 20年9月末

TierⅠに占める税効果相当額の割合

ＢＩＳ自己資本比率

ＴｉｅｒⅠ比率

＋５２２５２２０２４１２２０
うちマーケット・リスク
相 当 額 に 係 る 額

△５７８４３，６５４４４，２３２４７，１５９４７，５４９リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等

△３７６４０，５１９４０，８９５４３，７３０４４，６２０
う ち 信 用 リ ス ク ・

アセットの額

２，８３７

３４９

５，９３８

６，５０４

20年

3月末

２，７８６

３７４

５，９５３

７，００２

19年

9月末

２，７０９

３６４

５，７８５

６，９１９

19年

3月末

△１４５６，３５９自 己 資 本

う ち オ ペ レ ー シ ョ ナ
ル ・ リ ス ク 相 当 額 に

係る額

う ち Ｔ ｉ ｅ ｒ Ⅰ

２，９１１

３９３

６，００１

20年

9月末

＋７４

＋４４

＋６３

20年

3月末比

う ち 税 効 果

相 当 額

中核自己資本比率

（億円）



株主還元の状況

平成20年度の１株当たり中間配当額は７円

平成20年度の1株当たり配当額（年間）については、「配当性向25％程度かつ大手地銀最高水準」の配当維持
を目指し、市場動向、業績等を総合的に勘案して決定する方針のもと、本年5月の公表どおり14円を予定

１４．００円（７．００円）１３．００円１３．００円１０．００円８．５０円一株当たり配当額（年間）

０．７８％

１６年度

１．０３％

１８年度

１．１０％

１９年度

―

２０年度予想

０．８４％配当利回り(配当/期末株価)

１７年度

（ ）は中間配当額

６１．８２

２５．９６

３５２

２１８

１２６

９１

１９年度

２，４５８（累計）２５０３６３３１４当期純利益④

３９．０８

３９．０８

９８

－

９８

２０年度予想

２２．５７

２２．５７

７１

－

７１

１７年度

２５．３９

２５．３９

９２

－

９２

１８年度

６０１（累計）年間配当額①

９４１（累計）自己株式取得額②

１，５４２（累計）株主還元額③＝①＋②

２４．４４（平均）配当性向①/④×100

６２．７３（平均）株主還元率③/④×100

10～19年度
（10年間）

（単位：億円、％）

配当額の推移

株主への利益配分の状況

16



Ⅱ 平成20年度下半期の取組み



3.8

5.6

4.0

2.5
3.0

1.9 1.8

3.9

1.2

2.1

0.5

-3

-1

1

3

5

17年度 18年度 19年度 20/9月

静岡銀行

静岡県

全国

（出所）静岡県企画部

世界的規模の景気後退から、静岡県経済は悪化している

中小･零細企業を中心に、倒産件数が増加している

（％） ※前年同期比

5.5

3.2

2.0

1.0

0.7

1.6

2.4
2.3

-2

0

2

4

6

17年度 18年度 19年度 20年/4-6月

静岡県

全国

（％） ※前年同期比

静岡県の業況判断DIの推移

7

11
9 9 9

11
9

11

4
2 1

5 6 6
8 8 7

4
2

11 11

△ 9

△ 19

1
△5

2
△2

△ 4 △ 7

△ 14

-25

-15

-5

5

15

17年/3 9 18年/3 9 19年/3 9 20年/3 9

静岡県

全国

143

293279258

9.2
5.0

8.1

▲ 6.5

11.0
7.7

1.3▲ 0.1

0

100

200

300

400

500

17年度 18年度 19年度 20年/4～9月

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

静岡県

全国

（出所）日本銀行

（出所）日本銀行

（出所）東京商工リサーチ

静岡県の経済動向

17

静岡県の実質経済成長率の推移 静岡県の業況判断DIの推移

静岡県の倒産件数の推移静岡県の貸出金（末残）の推移

（年）

（件） ※前年同期比(％)



18

連結ＲＯＥ
（当期純利益／TierⅠ）

連結ＲＯＥ
（当期純利益／TierⅠ）

連結ＲＯＡ
（当期純利益）

連結ＲＯＡ
（当期純利益）

連結ＯＨＲ連結ＯＨＲ

効
率
性
指
標

6.5％以上6.5％以上

0.47％以上0.47％以上

55％程度55％程度

5.9％以上5.95.9％以上％以上

0.42％以上0.420.42％％以上以上

55％程度5555％％程度程度

連結BIS自己資本比率
（ＴｉｅｒⅠ比率）

連結BIS自己資本比率
（ＴｉｅｒⅠ比率）

健
全
性
指
標

13.0％程度13.0％程度 13.0％程度13.013.0％％程度程度

連結経常利益連結経常利益

単体の基礎的業務純益単体の基礎的業務純益
収
益
目
標

連結当期純利益連結当期純利益

690億円690億円

670億円670億円

445億円445445億円億円

252億円252252億円億円

660億円660660億円億円

400億円400億円

〔当初計画〕 〔当初計画比〕 〔修正計画〕

第10次中期経営計画初年度の経営目標

グループの目標指標

△245億円△245億円

△10億円△10億円

△148億円△148億円

△0.6％△0.6％

△0.05％△0.05％

ーー

ーー

※効率性指標については20年度下半期業務計画作成時(20年9月)の計数



法人部門の取組み

26.5
28.0 28.4

24.4 24.2 23.9 24.2

27.3

8.69.29.49.8

18年3月末 19年3月末 20年3月末 20年9月末

信用金庫

静 岡 銀行

お取引先のライフサイクルに応じた経営課題やニーズを発掘し、高付加価値のソリューションを提供する

景気悪化局面においても、新規貸出先の獲得や中小企業貸出の積み上げを図る

静岡県内貸出金シェアの推移

・貸出金平残増加＋１，２９１億円

・円貨貸出金利息増加＋１７億円

・手数料収益獲得３１億円
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〔20年度修正計画〕

（％）

ﾒ ｶ ﾞ ﾊ ﾞ ﾝ ｸ ２０億円１７億円外為収支

＋７３億円＋６９億円
法人円貨預金の積み上げ

（平残増加）

年間 １，２００件９７９件ビジネスマッチング件数

〔下期計画〕〔上期実績〕〔主な取組み〕

新規貸出先の獲得額

(東京､名古屋､大阪を除く)
７４０億円４６０億円

＋４５５億円＋２９３億円中小企業貸出の平残増加

９億円 １２億円対顧デリバティブ手数料獲得

新規貸出先の獲得推移

（億円）

955
1,022

1,200

0

500

1,000

1,500

18年度 19年度 20年度計画



地域密着型金融への取組み
ビジネスマッチング、次世代経営者塾「Shizuginship」に取組み、取引先の事業拡大･後継者育成に寄与

地域経済に与える影響が大きい企業を中心に各種再生手法を活用し、迅速かつ円滑な事業再生を支援

次世代経営者塾「Shizuginship」

979
822

708599

199

440
360382

0

400

800

1200

1600

17年度 18年度 19年度 20年度上期

-600

-300

0

300

600

（件）

ビジネスマッチングの成約実績および融資獲得額

事業再生への取組み

１事業譲渡･M&A

２資産売却

２再生型バルクセール

８全 体 (件)

静岡中小企業支援ファンド｢スクラム｣

１

２

20年度上期

民事再生

〔事業再生に活用した手法〕

8

14

18 19

17年度 18年度 19年度 20年上期

会員数（20年9月末）

739社、1,132名

セミナー・視察会の開催

（上半期中）

地域フォーラム2回

セミナー7回

ゼミナール8講座

視察2回

のべ参加者数1,399名

20

（件）〔事業再生支援完了件数〕

（億円）

〔主な商談会〕
しずぎん＠ｇｒｉｃｏｍ
東京ﾋﾞｼﾞﾈｽｻﾐｯﾄ2008「静岡夢街道」
上海ビジネス商談会2008 ほか

融資獲得額



個人部門の取組み

個人部門は、住関連ローンを中心とした消費者ローンの積み上げにより、収益向上を図る

富裕層とのリレーション強化を通じ、収益拡大を目指す

顧客セグメント別推進体制

・貸出金平残増加＋１，２８６億円

・円貨貸出金利息増加＋３１億円

・預り資産販売による収益額７２億円

21

〔20年度修正計画〕

４００億円６６３億円
(当初計画４００億円)

シニア層向け金利優遇定期預金

(年間)

＋１００,０００件＋５２,３４４件ｊｏｙｃａ会員獲得数

＋６１８億円＋６７８億円個人円貨預金の積上げ(平残増加)

６３０億円５８１億円個人年金保険販売額

〔下期計画〕〔上期実績〕〔主な取組み〕

グループの投資信託販売額

消費者ﾛｰﾝの積上げ（末残増加）

６７４億円５０３億円

８３０億円

＋５９９億円

８５０億円住宅ローンの獲得

＋６２５億円

住宅着工の用途別件数の構成比(19年度)

【静岡県】
（％）

30.1

41.6

27.3
1.0

その他

分 譲

貸 家

持 家

【全国】

富裕層

富裕層

超富裕層
金融資産
5億円以上

1億円以上

30百万円以上

担当者制PB

カンパニーPB

エリアFP

42.0

42.4

14.80.8



フロント業務特化型店舗の取組み
構築を進めてきたフロント業務特化型店舗、少人数で運営するミニ店舗｢しずぎんマイプラザ｣がスタート

融資の営業と事務を一貫処理体制を支える新融資支援システム｢S-navi｣が全店稼動
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▲公共料金納付等の専用窓口を設置、ハ
イカウンター窓口に凹凸を設け お客さ
まのプライバシーに配慮

▲ロビー入口に総合受付カウンターを設
置し、フロア担当が来店客の用件に応
じて誘導する

▲外装・内装にコーポレートカラーの
ノーブルレッドを用いた帯状のサイ
ンを設置



経費および投資・人員計画

20年度経費は、営業店の生産性向上のための業務効率化、および業務推進施策の展開により増加を見込む

ＯＨＲは55％を目安として、適切にコントロールしていく

335 326 325 331

357 374
425407

40 41 45 44732 741 777 800

58.9%
55.5%

56.9%
56.7%

17年度 18年度 19年度 20年度（計画）

税金
物件費
人件費
ＯＨＲ

システム関連 ＋12億円
事務委託費 ＋ 6億円

３，７１５＋２１６４，３２０４，１０４営業店

２，８９０＋２５１２，６６２２，４１１フロント

バック・アシスト ８２５△３５１，６５８１，６９３

４，６８０＋２０１５，３６５５，１６４銀 行 全 体

１，０４５

２，９１４

20年9月末

２，７２０＋６３２，８５１うち行 員

９６５

23年3月末計画

△１５

増減

１，０６０

20年3月末

本部ほか

（人）

（億円）

+18

〔 経 費 〕

９５２５２３４１店 舗 関 連

１８１６２１５０９４合 計

１３６６２１２４１０９シ ス テ ム 関 連

１２７

19年度

５３

18年度〔主な投資額〕

８６３７シ ス テ ム 関 連

20年度計画20年上期

（億円）

経費およびＯＨＲの推移 投資額の推移

人員の推移
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※キャッシュアウトベース

（209）

（168）

（26）

（403）

（203）

（164）

（28）

（395）

※（ ）は中間期の経費



平成20年度の業績予想

＋７６６０６５３基礎的業務純益

与信費用 （△）

当期純利益

経常利益

株式等関係損益

不良債権処理額 （△）

業務純益

一般貸倒引当金繰入額（△）

経 費 （△）

業務粗利益

経常収益

【銀行単体】

７５

３５２

６１７

１０３

７８

５９０

△２

７７７

１，３６５

２，１３５

１９年度
実績

＋２３８００

＋２８

△１０２

△２０２

△１９５

＋５

△０

＋２２

＋４５

△１５５

前年度比

２５０

１０３

８３

１，９８０

４１５

△９２

５９０

２０

１，４１０

２０年度
予想

過去最高益

３４８

６５１

２，４５１

１９年度
実績

△ ９６２５２連結当期純利益

△ ２０６

△２０１

前年度比

２，２５０連結経常収益

４４５連結経常利益

２０年度
予想【連結】 （億円）

559

610

653
660

17年度 18年度 19年度 20年度（予想）

（億円）

基礎的業務純益推移
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減収となるものの、業務粗利益は拡大を見込む

・〔経常収益〕5期振り減収 ・〔業務粗利益〕５期連続増益、過去最高

基礎的業務純益は８期連続の増益、過去最高の見込み

・〔業務純益〕前期並み ・〔基礎的業務純益〕8期連続増益 ・〔経常利益〕２期連続減益 ・〔当期純利益〕２期連続減益



ご 参 考



静岡県経済の強み（１）静岡県経済の強み（１）

〈経済規模〉静岡県経済は「３％、１０位の経済圏」と称せられ、多くの経済指標が全国シェアで３％、都道府県別で１０位前後に集中しており、全国的にも
高水準の経済力である （億円）

〈健全性〉静岡県内の企業倒産率は低水準にあり、健全で体力のある企業が多い。また、地公体の財政も全国的にみて健全である

３．３７％２．７０％２．３７％２．３８％〃 （全 国）

９位３位１０位７位〃 （低い方から順位）

－７２．９６９．６６５．３財務力指数 （静岡県）

－４９．７４６．４４２．８〃 （全 国）

－７位６位６位〃 （順 位）

２．２４％１．８３％１．８７％１．５７％信用保証協会代位弁済率（静岡県）

―７位２１位８位〃 （低い方から順位）

―０．３１７％０．２８５％０．２５２％〃 （全 国）

―０．２３０％０．２５４％０．１６９％企業倒産率 （静岡県）

平成２０年上期平成１９年度平成１８年度平成１７年度

注）企業倒産率は暦年ベース、それ以外は年度ベース

注）製造品出荷額は年ベース ※速報値

※３位

※３，３５８，５４２

※１９３，６４６

－

－

－

平成１９年度

３，１４８，３４６２，９５８，００３国内製造品出荷額

－１０位県内総生産の順位

１８２，３４７１７３，２２７県内製造品出荷額

３位３位県内製造品出荷額の順位

５，１１８，７７０５，０３８，４４７国内総生産

－１６４，１５０県内総生産

平成１８年度平成１７年度
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〈成長性〉静岡県はニュービジネスに取り組む企業も多く新しい産業が生まれている

〈地域の雇用・企業収益〉

－－３３６３３５〃 （全 国）

－－８位６位〃 （順 位）

※△１８．３％△５．６％１２．２％△０．５％企業収益（前年比）（静岡県）

※△８．１％△１．０％１０．１％＋１２．３％〃 （全 国）

－－３３０３３３月平均賃金 （静岡県） （千円）

０．８４倍１．０４倍１．０６倍０．９５倍〃 （全 国）

１．００倍１．２１倍１．２５倍１．１４倍有効求人倍率 （静岡県）

平成２０年上期平成１９年度平成１８年度平成１７年度

静岡県経済の強み（２）静岡県経済の強み（２）

注）有効求人倍率については年度末月ベース、月平均賃金は暦年ベース、それ以外は年度ベース ※平成２０年度計画

※ 中小企業新事業活動促進法に基づく承認・認定企業

注）工場立地件数は暦年ベース、それ以外は年度ベース

１１０５６新連携認定企業数（※） （静岡県）

４４１４２１５８１６２〃 （全 国）

８９１２４１０２８５工場立地件数（静岡県）

８２６１，７９１１，７８２１，５４４〃 （全 国）

１位１位３位３位〃 （順 位）

１３０２６２２３３１９４経営革新計画承認企業数（※） （静岡県）

１，７９６４，７３６５，２５８４，４２１〃 （全 国）

３位５位７位７位〃 （順 位）

平成２０年上期平成１９年度平成１８年度平成１７年度
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本資料には、将来の業績に関わる記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証

するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。


